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守谷市長 松丸 修久 

ニューノーマルさん 

守谷型カリマネ  週 3 回の 5 時間授業が守谷型改革の土台  

 

                                  
１「守谷型ラーニングスタイル」 

・ 「自律した学習者」を育成する探究的な学び（課題解決型学習）と ICT の効果的な活用 

■【NEW】「守谷型ブラッシュアップ研修」 

・ 「探究的な学び」を実現するための全教職員による授業づくり研修と実践の往還 

・ 基礎・基本を確実に身に付けるための繰り返し学習 

■【NEW】適切な「生成 AI」の活用 

・ 表現をよりよくしたり、内容を確認したりすることを目的とした「生成 AI」の活用 

■ 学びを深める学習支援アプリ（MetaMoji)×1 人１台端末×電子黒板の活用 

・ 各自の考えの整理、全体での比較・検討場面での活用 

 

２ 世界とつながる「守谷型英語・ 教育」 
・ 英語での発信力を高める交流学習の充実と学習環境の整備 

■【NEW】AI パフォーマンステスト、スピーキングテスト（小６、中２対象：年２回） 

・ AI による英語表現力の評価と、個人への結果フィードバック 

・ １人１台端末で海外とつながり、表現力を高めるオンライン英会話 

 （小５・６年対象：年３回、中１～３年対象：年４回） 

■【NEW】文部科学省 教育課程実践検証協力校事業（外国語） 
 

３ 未来を切り開く「情報活用教育」 
・ 小中学校９年間で取り組む「守谷型情報活用能力育成プログラム」の実施 

■【NEW】「情報活用能力アセスメント」（小１～中３対象 年１回） 

■ 主体的・対話的で深い学びの実現のための教職員の ICT 活用能力の向上 

・ 守谷市教職員研修ポータルサイトの設置 
 

４ 一人一人に寄り添う「特別支援教育」 
■【NEW】読み書きディスレクシアを早期に発見、支援するための「読み書きスクリー 

ニング」の定期的な実施（小１、中２） 

・ LITALICO 教育ソフトを活用した多面的アセスメントによる個別の指導計画の作成 

「いじめ・不登校ゼロパック＋」 

■ 「いじめ防止プログラム」の継続 

・ 道徳、特別活動（学級活動）を通したコミュニケーションスキルの定着並びに 

人権意識の向上 

・ いじめをなくそう仲良し月間（５月・９月・11 月） 

■ 【NEW】専門家の指導助言による「いじめ防止プログラム」教職員研修の実施 

・ 市・学校いじめ対策本部の設置によるいじめの組織対応 

■ 居心地のよい学校・学級づくり 

・ いじめ対応研修 

・ 授業力改善研修 

■ 自分に合った多様な学びの場の充実 

・ サタデー学習支援教室（小４～小６対象） 

・ ALT と学ぼう(小学生対象） ・みんなの学びポータルサイト  

【「みんなの学びポータルサイト」 はこちらをクリック↑↑↑ か、 上記 QR コードから↑↑↑】 

 

■ 児童生徒と家庭を結ぶ「守谷型スクールソーシャルワーカー」を中学校区に１人配置 

■ 【NEW】児童生徒の「心の居場所」となる「校内フリースペース」の全校設置 

・ ４つの Free（いつでも どこでも 何を学んでも 個に応じて）に基づいて、各校 

常駐のフリースペース支援員があたたかくサポート 

■ 【NEW】守谷市総合教育支援センター内フリースペース「はばたき」との連携 

■ 教育相談体制の強化 

・ 守谷市総合教育支援センター相談員による不登校や登校しぶり、いじめ、子供の性格 

や行動、学業についての心配ごと、言葉や発達の遅れ、子供への関わり方などについ 

ての対応 

                               

１ 児童生徒の健やかな身体づくり 
■ ロング昼休み「遊ゆうタイム」の実施 

・ のびのび遊ぶ時間を確保するためのロング昼休み 

■【NEW】地域の「防災教育ワークショップ」 

・ 災害時の行動を学ぶための大学教授による講演や防災ゲームの導入 

■ 守谷型カリ・マネを生かした部活動改革「アーリーデー」 

・ 50 分×２単位＝100 分の活動時間 

・ シーズン制を導入し、大会前には 120 分活動可 

・ 部活動の地域移行の推進 

 

２ 子供たちと向き合うために 
■ 市費負担教職員による小学校教科担任制 

・ 理科、音楽、図工の教科担当教職員による専門性の高い指導 

■ 学習支援ティーチャーの配置 

■ 「マイ・ミュージアム」による掲示物ゼロ 

■ 業務の効率化を図る「生成 AI」の活用  

 
 

地域とともにみんなのために  
■ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と地域学校協働活動の一体的な推進 

■【NEW】学校と家庭をつなぐ連絡ツール「スクリレ」の導入 

・ 学校と家庭間の情報のデジタル化、ペーパーレス化 

■ 地域人材「スクールボランティア」を活用した教育活動 

■ 持続可能な社会の担い手の育成 

・ 市環境動画コンクール 

 

THE THIRD NEW NORMAL of Moriya 2025 

新しい時代をたくましく生きぬく人づくりを目指して 【守谷市教育目標】 

守谷市長 松丸 修久 

https://drive.google.com/file/d/1hrxMQ3uWphhDYJxtSwpl2TNm0Sqsljrd/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1SYEUxLGBrz7ogmTzrxgUZDBqYKrdYOj7/view?usp=share_link
https://sites.google.com/smartmoriya.com/minnanomanabisupport/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0

